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○ 目的
　　居住する地域全体の健康状況や健康に関する支援が必要な方に目を向け、地域の人々が健康で明るい生活ができる
　よう、地域の実情に応じた健康づくりに努めることができるボランティアを育成・支援します。
　　また、健康づくりボランティアが実施する、健康づくり活動を支援します。
　　地域で健康づくりを展開することにより、健康寿命の延伸を図ります。

○　対象
　　市民、保健連絡員（H30　247人）、食生活改善推進員（H30　32人）、健康づくりボランティア（７団体）

○ 手段
　・保健連絡員養成講座：地域で健康づくりの啓発活動等ができるボランティアを育成（H30　延べ402人）。
　・保健連絡員が地域で健康づくり活動を展開　（H30　地区健康展６地区1657人参加、ｳｫｰｷﾝｸﾞ大会3地区
　　447人参加等）
　・保健連連絡員による赤ちゃん訪問：保健連絡員が地域で生まれた赤ちゃんを訪問し、お祝い品を手渡し、相談窓口
　　の情報提供をしました。また、母親の育児を認め、地域で見守りました。（H30 948件）
　・食生活改善推進員(ヘルスメート)養成講座：地域で食に関する知識の普及啓発をするボランティアを育成（H30　54人）
　・食生活改善推進員活動を展開：広報で減塩レシピを掲載(H30　6回）、中学校2校で調理実習、親子料理教室1回
　・健康づくりボランティア団体(7団体)が市民に対して、健康づくりの支援をする。

○　効果
　　保健連絡員等の健康づくりボランティアが企画実施する活動において、自分たちが住む地域の健康に寄与する。
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○　保健連絡員や食生活改善推進員などの健康づくりボランティアの活動は、健康な地域づくりに
寄与するものである。地域の住民に働きかけ、地域にあった活動が実施しできていることから、 こ
の事業は必要であると考える。

○　会議準備や会議の記録作成、送付等、職員は効率的に事務を進めていく必要がある。

○　職員のみでは、健康づくりの周知啓発は十分にできないことから、ボランティアの力を借りて、
健康づくりを推進するこの事業は必要である。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

○　事業費
　　　平成27年度の事業費が多いのは、保健連絡員30周年記念大会を実施したためである。
　　　その他の年度は、通常の保健連絡員活動、食生活改善推進員活動等である。事業費の
　　　増減は、活動に要する消耗品の購入や学習会等の講師謝礼、地区健康展で実施する
　　　健康チェック運営委託費用が年度によって違うためである。

○　成果
　　　成果指標の健康展参加者数は、増加傾向である。地区健康展は地区の保健連絡員が地区
　　のために開催をしており、保健連絡員の口コミやチラシ配布等の啓発活動も影響している。
　　　赤ちゃん訪問件数の主な変動要因は、出生数の減少によるものである。

○　受益者事業費
　　　受益者数は、地区健康展、保健連絡員、赤ちゃん訪問の数を受益者数としているが、保健
　　連絡員が年に1回作成している保健連絡員だよりは区民に回覧をされていたり、食生活改善
　　推進員の健康レシピは広報年6回掲載されていることから、受益者は市民全体と考えること
　　もできる。受益者事業費に大きな変動はない。
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